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１１月１９日、英保育園と宮津保育園の年長児が学校給食センターを見学に出掛けました。子どもたちは給食作りを見た後に、栄養士から調理を
する道具などの話を聞きました。自分の背丈より高い「しゃもじ」や、顔よりも大きな「ひしゃく」を見て驚いていました。 

12月1日号 

2010

December

あぐいぶらり旅 !0

マラソンで健康づくり !4

『心のうた』作品集完成 w
家族との会話が詰まった川柳作品集ができました。温かい家族の「心のう
た」が聞こえます。 

椋岡地区平泉寺山門の「破風」と「蟇股」を見た。ユニークな建築様式のネ
ーミングに友人は…。 

第３３回阿久比町健康づくりマラソン大会参加者を募集。家族で参加しませんか。 

i 受講生を募集 
生きがい教室・講座を開講します。「いつでも、どこでも、だれでも」。生涯
学習を支援します。 

かえるまた は　ふ 
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阿
久
比
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
、

子
ど
も
た
ち
が
家
族
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
り
、
家
族
の
温
か
い
ふ
れ
あ
い
を
深
め

た
り
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
、
親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
な
ど
家
族
が
協
力
し

て
つ
く
る
川
柳
を
募
集
し
ま
し
た
。
今
年
は
千
三
百
三
十
三
件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
一

つ
一
つ
か
ら
家
族
の
微
笑
ま
し
い
会
話
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
作
品
の
中
か
ら
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

子
の
句　
　

宿
題
は　

あ
と
で
や
る
か
ら　

今
遊
ぶ

家
族
の
句　

や
っ
ぱ
り
か　

親
子
二
世
代　

苦
笑
い
（
父
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
部
小
五
年　

小
栗　

淑
子

　
子
の
句　
　

お
父
さ
ん　

ビ
ー
ル
飲
み
す
ぎ　

ガ
マ
ン
し
て　

家
族
の
句　

活
力
は　

君
の
笑
顔
と　

缶
ビ
ー
ル
（
父
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
比
小
五
年　

石
垣　

遥
香

子
の
句　
　

ば
あ
ち
ゃ
ん　

い
つ
も
お
せ
わ
を　

あ
り
が
と
う

家
族
の
句　

た
の
し
ん
で　

せ
わ
し
て
い
る
と　

げ
ん
き
で
る
（
祖
母
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
木
小
五
年　

濱
嶋　

涼
雅

子
の
句　
　

あ
り
が
と
う　

い
つ
も
笑
顔
の　

お
か
あ
さ
ん

家
族
の
句　

母
さ
ん
の　

笑
顔
の
素
は　

あ
な
た
達
（
母
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
部
小
四
年　

岡
本　

歩
乃
歌

子
の
句　
　

さ
む
い
ギ
ャ
グ　

連
発
さ
れ
て
も　

ま
だ
暑
い

家
族
の
句　

温
暖
化　

さ
む
い
ギ
ャ
グ
に
て　

地
球
保
護
（
母
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
比
中
一
年　

古
川　

千
紘

子
の
句　
　

お
母
さ
ん　

韓
国
ド
ラ
マ
で　

泣
い
て
い
る

家
族
の
句　

同
じ
お
ち　

分
か
っ
て
い
て
も　

涙
す
る
（
母
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
久
比
中
三
年　

伊
藤　

稜
二

  　

作
品
集
「
心
の
う
た
」
―
家
族
で
話
そ
う
―
は
、
中
央
公
民
館

  
本
館
と
町
立
図
書
館
で
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
６
２
）

毎月第３日曜日は家族の日

（
敬
称
略
）
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年
末
は
、
師
走
特
有
の
慌
た
だ
し
さ
か

ら
運
転
者
や
歩
行
者
な
ど
の
注
意
力
が
散

漫
と
な
り
、
交
通
事
故
が
起
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
機

会
が
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
増

加
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
時
期
は
一
年
を
通
じ
て

日
没
時
刻
が
最
も
早
く
、
夕
暮
れ
時
か
ら

夜
間
に
か
け
て
、
特
に
高
齢
者
が
犠
牲
と

な
る
交
通
事
故
の
多
発
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
合
う
項
目
を
重

点
と
し
た
運
動
を
県
民
総
ぐ
る
み
で
展
開

し
、
県
民
一
人
一
人
の
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、
安
全
行
動
の
実
践
を
通
じ
て
交
通

事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

【
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う
】
悪
い
の
は

　

運
転
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

○
家
庭
で
は

・　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
の
悲
惨
さ
と

責
任
の
重
大
さ
に
つ
い
て
、
家
庭
で
話

し
合
う
機
会
を
も
つ
。

・　

忘
年
会
な
ど
飲
酒
の
予
定
が
あ
る
日

の
帰
宅
の
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

お
く
。

○
運
転
者
は

・　

一
滴
で
も
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
乗
ら
な

い
こ
と
や
深
酒
を
慎
む
こ
と
を
誓
う
。

・　

飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
へ
の
出
席
は
、

公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
代

行
運
転
や
家
族
に
送
迎
を
依
頼
し
た
り

す
る
。

【
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

自
宅
周
辺
の
危
険
個
所
や
事
故
に
遭

わ
な
い
安
全
な
自
転
車
の
乗
り
方
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

・　

出
掛
け
る
際
は
、
反
射
材
の
着
用
を

促
し
、「
交
通
事
故
に
気
を
付
け
る
よ
う

に
」
と
一
声
掛
け
る
。

○
運
転
者
は

・　

道
路
横
断
中
や
自
転
車
乗
車
中
の
高

齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
十
分
に
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
し
、
思
い
や
り
運
転
に
心
掛

け
る
。

【
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
し

よ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
を
確
実
に
着
用
し
て
か
ら
出
発
す
る

習
慣
を
身
に
付
け
る
。

・　

用
途
、
体
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
使
用
と
確
実
な
装
着
を
行
う
。

○
運
転
者
は

・　

自
席
（
助
手
席
）
は
も
と
よ
り
、
後

部
席
の
着
用
も
徹
底
す
る
。

・　

わ
ず
か
な
距
離
で
も
確
実
に
着
用
す

る
習
慣
を
身
に
付
け
る
。

【
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

　

乗
車
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
】

○
家
庭
で
は

・　

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出
時
に
は
、

明
る
い
色
の
服
装
の
着
用
を
心
掛
け
る
。

・　

反
射
材
な
ど
の
事
故
防
止
器
材
を
活

用
す
る
。

○
運
転
者
は

・　

特
に
夕
暮
れ
時
と
夜
間
・
早
朝
は
、

速
度
を
ス
ロ
ー
に
す
る
よ
う
意
識
す
る
。

・　

薄
暗
く
な
る
前
に
早
め
に
ラ
イ
ト
を

点
灯
す
る
。

※　

反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課
で
無
料

配
布
し
て
い
ま
す
。

※　

十
二
月
六
日（
月
）に
、
県
内
一
斉
街

頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

【
飲
酒
運
転
四
（
し
）
な
い
運
動
】

○
家
庭
・
地
域
で
は

・　

運
転
す
る
人
に
酒
を
勧
め
な
い
。

・　

酒
を
飲
ん
だ
人
に
運
転
さ
せ
な
い
。

○
運
転
者
は

・　

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い
。

・　

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
７
７
）

  
重
点
目
標

親
を
見
て

　

子
ど
も
は
学
ぶ

　

交
通
ル
ー
ル

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
知
多
半
島
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●コーヒーを飲みながら、地域での身近なつながりを

サロンでくつろぐ皆さん

１１月１７日、白沢台集会所に地域で高齢者を支え合う
交流の場“白沢台サロン”がオープンしました。
７５歳以上の高齢者や一人暮らしの方と、モーニング
コーヒーを飲みながら会話をして、地域でのつながり
を深めるのが目的。この日は、「福祉なんでも相談」
も行われ、民生委員、町社会福祉協議会と地域包括支
援センター職員も参加しました。
白沢台サロンは毎月第３水曜日の午前中に開かれ、

参加費は一人１００円。サロンを立ち上げた自治会実行
委員の皆さんは「コーヒーを飲みながら、楽しいお
しゃべりから始めましょう。困ったことがあったら何
でも相談してほしい」と話していました。

●日ごろの暮らしを考える

多くの人でにぎわう消費生活展会場

あぐいくらしの会主催の第３２回消費生活展が１１月２０
日と２１日の２日間、中央公民館南館ホールで行われま
した。
「活かそう消費者の知恵」をテーマに、活動内容の
パネル展示、EM菌活性液や手作り廃油せっけんの無
料配布などが行われました。
また、この日は地球温暖化防止でCO2 を減らす県
民運動に取り組む「あいちエコチャレンジ２１」のブー
スも設けられ、発電の実験を通じて、白熱電球から蛍
光ランプや LED電球に切り替えることを働き掛けて
いました。また、２０日には「出張エコマネーセン
ター」の応援にモリゾーとキッコロが駆け付け、“エ
コライフ”実践を呼び掛けていました。

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結町の産業が集結
　町の産業を紹介し、振興を図るための「第３３回阿久比
町産業まつり」（産業まつり実行委員会主催）が、１１月２０
日と２１日の２日間役場前駐車場で開催されました。
　協賛企業や商店などの各種出店コーナーが所狭しと並
び、２日間で約１２,０００人が会場を訪れました。
　今年は町商工会青年部考案の「アグピー」を焼印した
大判焼き「アグピー焼き」も登場。特設ステージでは、
キャラクターショーやダンスパフォーマンスなどが繰り
広げられました。
　また、知多半島・花半島PR活動で鉢花の無料配布やミ
カンのつかみ取りなども催され、多くの来場者が産業ま
つりを楽しんでいました。

キャラクターショーは大人気

ミカンのつかみ取りに挑戦する子どもたち「アグピー焼き」を買い求めるために長い列
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１４７ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０へ問い合わせてください。最新
のメッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

産
を
保
護
し
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、

社
会
秩
序
の
維
持
と
公
共
の
福
祉
の
確
保

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
防
災
活
動
の
効
果
的
か

つ
具
体
的
な
実
施
を
図
る
た
め
、
指
定
行

政
機
関
な
ど
の
防
災
業
務
計
画
や
県
の
地

域
防
災
計
画
と
一
体
を
な
し
、
社
会
情
勢

の
変
化
な
ど
に
応
じ
て
、
実
情
に
沿
っ
た

計
画
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
、
今
年
三
月
に
修
正
し
た
「
阿

久
比
町
地
域
防
災
計
画
」
に
つ
い
て
、
同

年
六
月
に
修
正
さ
れ
た
愛
知
県
地
域
防
災

計
画
と
十
分
な
整
合
を
図
る
た
め
、
改
訂

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
阿
久
比
町
地
域
防
災
計
画

修
正
（
案
）
を
公
表
し
、
広
く
町
民
か
ら

意
見
を
募
集
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
意
見

を
参
考
に
平
成
二
十
三
年
三
月
ま
で
に
計

画
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

○
意
見
募
集
案
件
名

　

阿
久
比
町
地
域
防
災
計
画
修
正
（
案
）

○
公
表
方
法

計
画
修
正
（
案
）
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
お
よ
び
防
災
交
通
課
窓
口
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

※　

資
料　

阿
久
比
町
地
域
防
災
計
画
新
旧
対
照
表

（
案
）「
風
水
害
等
対
策
計
画
」、「
地
震
災

害
対
策
計
画
」

○
募
集
期
間

平
成
二
十
二
年
十
二
月
一
日
〜
十
二
月

十
五
日

○
意
見
の
提
出
方
法

案
件
名
、
住
所
、
氏
名
、
意
見
を
記
入

し
て
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
（
必
着
）、
ま
た
は
直
接
防
災
交

通
課
の
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
前
記
の
い
ず
れ

か
の
方
法
に
よ
り
日
本
語
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

電
話
に
よ
る
意
見
提
出
は
御
遠
慮
く

だ
さ
い
。

○
意
見
の
取
り
扱
い

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
こ
れ
に

対
す
る
阿
久
比
町
の
考
え
と
と
も
に
整

理
し
た
う
え
で
公
表
し
ま
す
。
個
別
に

は
回
答
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
公
表
の
際
に
は
、
住
所
、
氏
名
な

ど
の
個
人
情
報
は
開
示
し
ま
せ
ん
。

○
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部
防
災
交
通
課　

�（
４
８
）１
１

１
１（
内
２
０
８
）

〒
４
７
０
‐
２
２
９
２　

阿
久
比
町
大

字
卯
坂
字
殿
越　
５０

電
子
メ
ー
ル

bosai@
tow
n.agui.lg.jp

フ
ァ
ッ
ク
ス（
４
８
）０
２
２
９

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

　

町
の
基
本
的
な
政
策
を
立
案
す
る
過
程

で
素
案
を
公
表
し
、
内
容
に
つ
い
て
住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。
提

出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
考
慮
し
、
町
と
し

て
の
意
思
決
定
を
行
い
、
意
見
な
ど
に
対

す
る
町
の
考
え
方
を
公
表
し
ま
す
。

　町民の皆さんに、災害に関する情報や台風な
どの気象情報を迅速、的確にお知らせするため
に、「あんしん・防災ねっと」を開設しています。
 災害時緊急メール 
　自分の携帯電話のメールアドレスを登録する
ことで、町から発信する防災の緊急情報などを
メールでお知らせします。
※　災害時緊急メール登録者数１,１７８人
　　（平成 ２２ 年１１月１５日　現在）
　インターネット接続画面からアドレスを入力し
てください。
☆アドレス
　http://www.anshin-bousai.net/agui/
※　すべての携帯電話端末に対応しています。
※　阿久比町のＨＰからも閲覧できます。
☆阿久比町のＨＰアドレス
　http://www.town.agui.lg.jp

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊緊急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急急情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを防災緊急情報を
携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携携帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで携帯電話で

※　ＱＲコードの読み取りに対応
した携帯電話を使っている方は、
ＱＲコードを読み取ることでア
クセスができます。

○
意
見
募
集
の
趣
旨

　

地
域
防
災
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法

第
四
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
阿
久
比

町
防
災
会
議
が
地
域
の
防
災
に
関
し
、
町

と
関
係
機
関
が
処
理
す
べ
き
事
務
や
業
務

に
つ
い
て
総
合
的
な
運
営
を
計
画
化
し
た

も
の
で
す
。
災
害
予
防
、
災
害
応
急
対
策
、

災
害
復
旧
な
ど
、
活
動
の
円
滑
な
実
施
を

図
り
、
地
域
、
住
民
の
生
命
、
身
体
・
財
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□問い合わせ先　学校教育課�（４８）１１１１（内２０２）

あぐい教育週間（10/24 ～ 11/7）

保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・授授授授授授授授授授授授授授授授授授授授業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののの参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参観観観観観観観観観観観観観観観観観観観観保育公開・授業公開への参観
あああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりががががががががががががががががががががととととととととととととととととととととううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたありがとうございました

　ほくぶ幼稚園、草木保育園、中部保育園、東部小学校、英比小学校、
阿久比中学校は、１０月２９日に開催した第２回阿久比町幼保小中一貫教育
実践発表会にあわせて公開をしました。その様子は前号で紹介しました
ので、今回はそのほかの園・学校での公開を紹介します。
　１１月２日「あぐい教育の日」を中心にした２週間を「あぐい教育週間」
として、各園・学校が日を変えて公開しました。それぞれ、講演会・校
長講話・異年齢交流などを行い、保護者や地域の方に、「子育て・人育
て」について一緒に考えていただきました。

　平成１７年度から幼保小中一貫教育プロジェクトを立ち上げ、「欠落なき」「落差なき」「段差なき」
教育を求めて、一貫性のある教育に取り組んでいます。園・学校、保護者、そして地域がそれぞれ
の役割を果たしながら、町全体で子どもたちを育んでいきたいと考えています。実践発表会では、
園・学校と保護者・地域、そして行政の連携の大切さについても再認識をしました。
　公開期間中約１,２００人の保護者や地域の方の参加がありました。ただ、この数は、町内のすべての
園・学校に通う子どもたちの在籍数の４０％弱です。共働きの家庭が増え、平日の公開ということも
ありますので、保護者の方すべてに参加していただくことは難しいのかもしれません。しかし「子
育て・人育て」は、学校だけではできません。家庭だけでもダメです。学校、家庭、地域、行政が
同一目線・同一歩調で協働して進めて、初めて実現します。「あぐい教育週間」を子どもたちの成長
を支えていくための一つのきっかけと捉えていただき、プロジェクトの推進にご協力ください。

校長講話「心を育てるひとこと」
（南部小学校）

校長講話「文学作品から見えてくる
親の心・子の心」　　　　（草木小学校）

講演会「幼児期に育てたいこと」
（東部保育園）

〈名古屋短期大学名誉教授
小西由利子氏〉

講演会「子どもと楽しむ絵本」
（南部保育園）

〈愛知こどものとも社　代表
北原良男氏〉

図書館ボランティア読書指導グループ
「ぶんぶん」の読み聞かせ

（北原保育園）



広報あぐい　２０１０年１２月１日号

7

一般会計予算執行状況（平成２２年９月３０日現在）
歳　入

収入率（％）収入済額予算現額科　　目

４９．９６億７，０３５万円１３億４，３６６万円分担金及び負担金

４４．０９，０１３万円２億５０７万円使用料及び手数料

８２．２１，６１９万円１，９７０万円財 産 収 入

２３９．３２，３９３万円１，０００万円繰 越 金

７４．３１０７万円１４４万円諸 収 入

０．００４億円組 合 債

４０．５８億１６７万円１９億７，９８７万円　 歳 入 合 計　

歳　出

執行率（％）支出済額予算現額科　　目

０．００５１万円議 会 費

３３．９２，０３３万円５，９９５万円総 務 費

４１．６４億５，１３９万円１０億８，５７７万円衛 生 費

０．３１１７万円４億１，８７５万円事 業 費

４９．８２億１５１万円４億４８９万円公 債 費

０．００１，０００万円予 備 費

３４．１６億７，４４０万円１９億７，９８７万円　 歳 出 合 計　

組合債の現在高

現　在　高借　入　先現　在　高目　　　　　　的

３億２，１４０万円財 務 省２，６１４万円余 熱 利 用 施 設 整 備 事 業 債

３億２，１４０万円　 合　 計　１億８，５１７万円し 尿 処 理 施 設 整 備 事 業 債

１億６１９万円排ガス高度処理施設整備事業債

２５４万円ごみ処理施設災害復旧事業債

１３６万円余熱利用施設災害復旧事業債

３億２，１４０万円　 合 計　

　東部知多衛生組合の財政状況を「財政状況の公表に関する条例」に
基づき公表します。今回は平成２２ 年度上半期（４月～９月）の財政状
況と平成２１ 年度決算状況をお知らせします。

平成２１年度一般会計決算状況
歳　出歳　入

歳 出 決 算 額科　　　　　　目歳 入 決 算 額科　　　　　　目

４８万円議 会 費１６億１，６７５万円分担金及び 負担金

５，７９４万円総 務 費２億６３８万円使用料及び 手数料

１２億１，０７５万円衛 生 費２，１９４万円財 産 収 入

１，５６８万円事 業 費２，１９７万円繰 越 金

５億６，０２５万円公 債 費１９９万円諸 収 入

０予 備 費１８億６，９０３万円　 歳 入 合 計　

１８億４，５１０万円　 歳 出 合 計　

建物　１５，７７３．６１㎡
土地　６１，１３９．０６㎡

組合財産

上半期 財政状況 上半期 財政状況 

□問い合わせ先　東部知多衛生組合　�０５６２（４６）８８５５

　

２
市
２
町
（
阿
久
比
町
、
大
府
市
、
豊
明
市
、
東
浦
町
）
で
構
成
す
る
東
部
知
多
衛
生
組

合
で
は
、
私
た
ち
の
家
庭
か
ら
発
生
す
る
ご
み
な
ど
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
処
理
を
行

う
に
は
毎
年
多
く
の
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
で
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
し
て
、
ご
み
減
量
に
協
力
し
て
く
だ
さ

い
。
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�◆
期
間　

十
二
月
二
十
四
日（
金
）

◆
時
間　

午
後
一
時
半
〜
午
後
三
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般
・
高
齢
者

◆
定
員　

百
人

◆
受
講
料
な
ど　

無
料

◆
内
容　

振
り
込
み
詐
欺
や
引
っ
た
く
り

な
ど
防
止
方
法
の
講
習
会
で
す
。

◆
講
師　

半
田
警
察
署
生
活
安
全
課
職
員

�◆
期
間　

十
二
月
二
十
八
日（
火
）

◆
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

生
花
・
自
由
花
各
十
五
人

◆
受
講
料
な
ど　

生
花
二
千
円
程
度
、

　
　
　
　

自
由
花
二
千
五
百
円
程
度

◆
内
容　

新
年
を
迎
え
る
た
め
の
生
け
花

犯
罪
か
ら
私（
我
が
家
）を
守
る
方
法

正
月
用
生
け
花
教
室

教
室
で
す
。

◆
講
師　

阿
久
比
町
文
化
協
会
い
け
花
す

み
れ
会
・
大
棟
峯
子

�◆
期
間　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
三
日

（
木
）〜
二
月
三
日（
木
）全
四
回

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
を
も
つ
親

（
託
児
有
。
事
前
予
約
制
）

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

八
百
円

◆
内
容　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
、
一
人

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
子
育

て
を
手
助
け
す
る
講
座
で
す
。

◆
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
ン
ガ
ル
ー
ポ

ケ
ッ
ト
片
山
絢
媛

�◆
期
間　

平
成
二
十
三
年
二
月
六
日（
日
）

子
育
て
あ
ん
し
ん
講
座

米
粉
で
お
菓
子
づ
く
り

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
四
人

◆
受
講
料
な
ど　

七
百
円
程
度

◆
内
容　

米
粉
で
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
な
ど
を

作
り
ま
す
。

◆
講
師　

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

�◆
期
間　

平
成
二
十
三
年
二
月
十
三
日

（
日
）、二
十
日（
日
）、二
十
七
日

（
日
）

◆
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
円
程
度

◆
内
容　

手
び
ね
り
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

「
皿
」
や
「
ぐ
い
飲
み
」
を
作

り
ま
す
。

◆
講
師　

陶
房
杉　

杉
江　

匠

�◆
期
間　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
日

（
日
）

◆
時
間　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

親
子

◆
定
員　

十
二
組

◆
受
講
料
な
ど　

一
組
九
百
円
程
度

◆
内
容　

親
子
で
阿
久
比
の
伝
統
料
理
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。

◆
講
師　

青
木
君
笑

陶
芸
教
室

阿
久
比
の
伝
統
料
理
「
箱
ず
し
と
お
こ

し
も
の
」

�◆
期
間　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
四
日

（
金
）〜
三
月
四
日（
金
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
零
時
半

◆
会
場　

中
央
公
民
館

◆
対
象　

一
般
（
六
十
歳
以
上
）

◆
定
員　

二
十
四
人

◆
受
講
料
な
ど　

三
千
五
百
円
程
度

◆
内
容　

シ
ニ
ア
世
代
の
味
付
け
メ

ニ
ュ
ー
や
春
夏
秋
冬
の
献
立
料

理
を
作
り
ま
す
。

◆
講
師　

鬼
頭
寿
夫

シ
ニ
ア
の
た
め
の
家
庭
料
理
教
室

平
成
２２
年
度
第
四
期 

生
き
が
い
教
室
・
講
座
開
講 

　
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
を
目
標
に
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
を
支
援
す
る
教
室
・
講
座
を
開
講
し
ま
す
。
年
四
回
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
回
は
そ
の
第
四
回
目
で
す
。 

�

�

�

�

�������������������������������������������

�������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

□申込資格　町内在住・在勤・在学している方
□申込期限　１２月１５日（水）
□申し込み方法
　　電話（平日午前９時～午後５時）、ＦＡＸ、メール、公民館窓
口で申し込んでください。
　※　定員を超えた場合は初めての方を優先し、抽選により決定さ

せていただきます。申し込みが １０ 人未満の場合や講師の都合に
より変更などもありますのでご了承ください。

□問い合わせ先　社会教育課公民館係　
　　　　　　　　�（４８）１１１１（内２６０）　ＦＡＸ（４８）６２２９
　メールアドレス shakyo@town.agui.lg.jp
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　町内の小学生、中学生を対象に実施された第 ２１ 回読書感想画・文コンクールの受賞者が決まりまし
た。　
　今回のコンクールには感想画１,４２９点、感想文１,９１６点の応募があり、審査の結果、金賞・銀賞・銅賞
に計１０１点の作品が選ばれました。
　金賞を受賞した皆さんは下記の通りです。（敬称略）
□ 問い合わせ先　町立図書館　�（４８）６２３１

読書感想画　金賞

書　　　　名学校・学年氏　名

ガフールの勇者たち東部小６年渡邉　一平

パパ、かばになる英比小２年都筑　詩乃

ワニくんのカンづめ英比小３年平井　皐希

わらう死に神英比小４年竹内二千華

すみ鬼にげた英比小５年山本　哲平

きんたろう南部小１年布目　悠真

魔法使いハウルと火の悪魔阿久比中１年樫内　友昭

蜘蛛の糸阿久比中２年新美　侑希

よだかの星阿久比中３年家田　江梨

読書感想文　金賞

書　　　　名学校・学年氏　名

やんちゃ子グマがやってきた！森からのメッセージ東部小４年岡戸　彰宏

おとうさんがおとうさんになった日英比小１年加藤　佑彩

むねとんとん英比小２年山本　睦乃

近所の虫の飼いかた英比小３年山本　純平

くいしんぼうなおばけ英比小５年新美　貫太

あきらめないこと、それが冒険だ英比小６年新美　大晟

星の王子さま阿久比中１年古川　千紘

いじめ １４ 歳の Message阿久比中２年若子　静保

ビーバー族のしるし阿久比中３年阿知波　遼

　第５９回阿久比町文化祭が１１月６日と７日の２日間、
中央公民館で行われました。
　６日の芸能大会では、子どもから大人までの多彩
な芸能が披露され、会場の公民館南館ホールは出演
者と来場者が一体となり、とても盛り上がりました。
　ほかにも公民館活動などを通じて手掛けた作品の
展示会、将棋などの各種大会、チャリティー呈茶会
などが催され、多くの皆さんが町の“文化”を満喫
しました。

○

白熱した将棋大会

和太鼓「 歩  童 」の演技。芸能大会には ３７ 団体 ５０８ 人が参加
ぶ どう
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椋
岡
地
区
の
古
寺
「 
鳳  
凰  
山  
平  
泉  
寺 
」

ほ
う 
お
う 
ざ
ん 
へ
い 
せ
ん 
じ

を
友
人
と
訪
れ
、『
阿
久
比
の
建
造
物
と
彫

刻
（
町
文
化
財
調
査
報
告
第
三
集
）』
で
紹

介
さ
れ
る
山
門
の
「 
破  
風 
」
と
「

は 

ふ

 
蟇 

か
え
る 

股 
」

ま
た

を
見
た
。

 
淳 

じ
ゅ
ん 
和 
天
皇
が
尾
張
国
知
多
郡
に
鳳
凰
が

な

舞
い
降
り
た
夢
を
見
て
、
そ
れ
を
見
て
く

る
よ
う
に
言
わ
れ
た 
慈  
覚  
大  
師  
円  
仁 
が
、

じ 
か
く 
だ
い 
し 
え
ん 
に
ん

椋
岡
地
区
に
立
ち
寄
る
。
大
師
は
、
古
井

戸
（
唐
松
の
井
戸
）
を
祈
と
う
し
て
、
水

を
わ
か
せ
、
水
不
足
に
苦
し
む
農
民
を

救
っ
た
逸
話
を
残
し
、
天
長
七
（
八
三
〇
）

年
平
泉
寺
を
開
創
し
、
天
皇
の
夢
に
ち
な

み
山
号
を
「
鳳
凰
山
」
と
名
付
け
た
と
伝

え
ら
れ
る
。

水
の
入
っ
た
唐
松
の
井
戸
を
の
ぞ
き
、

平
泉
寺
に
続
く
細
い
参
道
を
歩
く
と
山
門

に
着
く
。
扉
の
開
い
た
、
入
り
口
の
開
口

部
は
高
さ
と
横
幅
が
約
二
メ
ー
ト
ル
。
奥

行
き
は
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
。
四
本
の
柱

で
重
厚
感
の
あ
る
瓦
が
の
っ
た
切
妻
屋
根

を
支
え
る
。

「
山
門
は
記
録
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
十
年
前
に
少
し
屋
根
を
直
し
た
と

き
、
鬼
瓦
の
近
く
に
『
寛
政
二
年
』（
一
七

九
〇
年
）
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
年

号
の
記
載
は
、
修
理
の
際
に
記
さ
れ
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
以
前
か
ら

建
っ
て
い
た
門
で
し
ょ
う
ね
」
と
、
寺
の

住
職
は
話
す
。

屋
根
の
一
番
高
い
部
分
が「
棟
」。
棟
を

さ
か
い
と
し
て
、
本
を
半
分
に
開
い
て
伏

せ
た
形
の
よ
う
に
両
方
に
流
れ
を
持
つ
屋

根
が「
切
妻
屋
根
」。
そ
の
切
妻
屋
根
部
分

に
あ
る
板
が
「
破
風
」
で
、
三
角
に
な
っ

て
い
る
部
分
全
体
を
破
風
と
い
う
こ
と
も

あ
る
よ
う
だ
。

板
の
形
に
は
、
直
線
の
も
の
を
「 
直  
破 

す
ぐ 
は

 
風 
」、
下
向
き
に
反
る
「 
照  
破  
風 
」、
上
向

ふ 

て
り 
は 

ふ

き
に
反
る
「 
起 

む
く
り 

破  
風 
」、
照
り
と
起
り
が
連

は 

ふ

続
し
た
「 
唐  
破  
風 
」
な
ど
が
あ
る
と
、
調

か
ら 
は 

ふ

査
報
告
で
解
説
さ
れ
る
。
平
泉
寺
山
門
の

破
風
は
「
照
破
風
」
で
、
板
は
左
右
対
称

に
下
向
き
に
曲
線
を
描
く
。

破
風
の
奥
に
「 
蟇 

か
え
る 

股 
」
が
取
り
付
け
ら

ま
た

れ
る
。
近
く
で
見
る
と
横
幅
に
厚
み
が
あ

る
。
カ
エ
ル
が
ま
た
を
広
げ
た
よ
う
な
形

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
建
築
様
式
。
屋
根
の

重
み
支
え
る
横
柱
の
「 
梁 
」
の
上
に
置
き
、

は
り

支
え
と
飾
り
を
兼
ね
た
受
け
木
で
、
平
安

時
代
後
期
以
降
は
主
に
装
飾
品
と
し
て
社

寺
建
築
な
ど
で
使
わ
れ
る
。

境
内
を
散
策
す
る
。「 
蟇 

か
え
る 

股 
は
ユ
ニ
ー
ク

ま
た

な
名
前
で
す
ね
。
重
い
屋
根
を
支
え
る
の

に
カ
エ
ル
と
は
、
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
が
、

カ
エ
ル
の
足
腰
は
強
い
ん
で
し
ょ
う
か

ね
」
と
友
人
。「
蟇
股
の
『
蟇
』
は
�
ひ
き

が
え
る
�
と
読
む
ら
し
い
よ
」。「
そ
れ
で

で
す
ね
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
足
腰
は
強
そ
う

で
す
か
ら
ね
。
納
得
で
す
」。「
・
・
・
？
」。

来
た
道
を
引
き
か
え
る

・
・
・
・
・
こ
と
に
し
た
。

下向きに曲線を描く“破風板”

破風の奥に取り付けられた 蟇 
かえる

 股 
また

Ｎ 名
鉄
河
和
線 

55

264

● 
唐松の井戸 
● 
唐松の井戸 

角前田 
卍観音寺 
　 天満社 

前田川 

阿
久
比
川 

中部 
公民館 

八幡神社 

阿久比 
郵便局 
阿久比 
郵便局 

エスペランス 
丸山 
エスペランス 
丸山 

卍 
雲谷寺 

前田川 

平泉寺卍 平泉寺卍 ● 
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Information

お知らせ  
InformationInformation

�
　

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、
活
動
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

小
中
学
校
の
教
材
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
ま

す
。
調
査
内
容
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
４
）

�
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
離
職
で
仕
事
や

住
ま
い
を
失
く
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

方
を
対
象
に
し
た
住
居
、
生
活
支
援
窓
口

を
設
け
て
職
業
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
職
業
安
定
所
住

居
・
生
活
支
援
窓
口　

�（
５
５
）３
１

４
４

�
　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
通
し
て
学

ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
が
学
べ
ま
す
。

□
出
願
期
限　

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十

八
日

□
問
い
合
わ
せ
先　

放
送
大
学

　

�
０
１
２
０（
８
６
４
）６
０
０

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　人は年齢を重ねると、ちょっとした体調の変化から、外に出たくなくなったり、気分がすぐ
れなかったり、転びやすくなったりなど、心や体に影響が出やすくなります。「いつまでも健
やかに自分らしく、いきいきと過ごしたい」。そのためには、身体を動かすこと、口の健康を
保つこと、バランスよく栄養を取ることが大切です。
　元気アップ教室は、運動を中心に、食事や口腔ケアなど、身近な生活上の注意点について知っ
ていただき、健康を維持するための教室です。

□対　象　６５歳以上で町内在住の方
□日　程

　

□場　所　町保健センター（オアシスセンター内）
□講　師　健康運動指導士　橋本氏、森氏
　　　　　管理栄養士　岡本和代氏
　　　　　歯科衛生士　澤佳子氏
□定　員　２０人
※　毎回軽い運動を行いますので、受診中の方は主治医に相談のうえ、参加してください。
□料　金　無料
□申し込み期限　１２月２８日（火）
□申し込み・問い合わせ先　環境衛生課　�（４８）１１１１（内線３１１・３１２）

内　　容日　　時

今のからだの状態を知ろう！１月６日（木）
午前１０時～午前１１時３０分

みんなで楽しく
　　体を動かそう！

１月２０日（木）
午前１０時～午前１１時３０分

身近なものを使って体を動かそう！２月３日（木）
午前１０時～午前１１時３０分

お口の健康を見直そう！２月１８日（金）
午前１０時～午前１１時３０分

≪調理実習≫
今、食べてほしい！！
　　バランスの良い食事とは？

３月３日（木）
午前１０時～１３時３０分

今のからだの状態を知ろう！
教室のまとめ

３月１７日（木）
午前１０時～午前１１時３０分
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お知らせ  
InformationInformation

�危
険
物
取
扱
者
試
験

□
試
験
日
な
ど　

平
成
二
十
三
年
一
月
三

十
日（
日
）甲
種
・
乙
種
第
４
類
・
丙
種

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間　

十
二
月
十
三
日（
月
）〜
十

二
月
二
十
二
日（
水
）

□
試
験
手
数
料　

甲
種
五
千
円
、
乙
種
三

千
四
百
円
、
丙
種
二
千
七
百
円

※　

手
数
料
は
受
験
願
書
に
同
封
の
郵
便

振
込
用
紙
で
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課
�（
２
１
）１
４

９
１

危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
三

日
（
木
）
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

武
豊
町
中
央
公
民
館

□
講
習
内
容　

乙
種
第
４
類
が
対
象

□
受
付
期
限　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
二

日（
水
）

□
講
習
費
な
ど　

受
講
料
四
千
円
、
テ
キ

ス
ト
代
四
千
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�□
講
習
日　

平
成
二
十
三
年
二
月
一
日

（
火
）〜
八
日（
火
）の
指
定
す
る
五
日
間

�

�

�

�

�

�

�

	

�

�

�

�

�

�

�

	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

□
講
習
会
場　

ウ
ィ
ル
あ
い
ち（
名
古
屋
市
）

□
対　

象　

危
険
物
製
造
所
な
ど
で
取
り

扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
免
状
交
付

者
。（
保
安
監
督
者
も
含
む
）

□
講
習
種
別　

給
油
取
扱
所
、
特
定
事
業

所
、
一
般

□
申
し
込
み　

平
成
二
十
三
年
一
月
七
日

（
金
）〜
一
月
十
三
日（
木
）に
愛
知
県
危

険
物
安
全
協
会
連
合
会
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

□
受
講
料　

四
千
七
百
円

※　

愛
知
県
証
紙
を
購
入
し
、
申
請
書
に

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課　

�（
２
１
）１

４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

�
　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
を

学
び
ま
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

・
平
成
二
十
三
年
一
月
十
九
日（
水
）　

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
半

　

半
田
消
防
署
、
定
員
三
十
人
（
先
着
順
）

・
平
成
二
十
三
年
一
月
三
十
日（
日
）

　

午
前
九
時
〜
正
午

　

半
田
消
防
署
東
浦
支
署
、
定
員
二
十
人

（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中

部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
半
田
消
防

署　

�（
２
１
）１
４
９
２
、
東
浦
支
署

�
�
�
�
�
�
�
	



�
０
５
６
２（
８
３
）０
１
１
９

　

H
P　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�□
日　

時　

平
成
二
十
三
年
一
月
十
四
日

　
（
金
）〜
二
月
二
十
五
日（
金
）

　

毎
週
金
曜
日
の
全
六
回
（
二
月
十
一
日

（
祝
）を
除
く
）
午
後
一
時
半
〜
午
後
四

時
半

□
場　

所　

常
滑
市
保
健
セ
ン
タ
ー

□
定　

員　

四
十
人
（
先
着
順
）

□
受
講
料　

千
円
（
資
料
代
）

□
内　

容

・
一
日
目　

成
年
後
見
概
論

・
二
日
目　

高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
侵

害
の
状
況

・
三
日
目　

法
定
後
見
の
申
し
立
て
手
続

き

・
四
日
目　

財
産
管
理
と
身
上
監
護 
Ⅰ

・
五
日
目　

財
産
管
理
と
身
上
監
護 
Ⅱ

・
六
日
目　

後
見
人
の
実
務

□
講　

師　

弁
護
士
、
司
法
書
士
な
ど

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

十
二
月

六
日
（
月
）
か
ら
知
多
地
域
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
知
多
後
見
事
務
所
で
電
話
受

け
付
け
。　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
６

６
３

�□
日
時
・
場
所　

十
二
月
十
日（
金
）

巡
回
相
談

　

午
前
十
時
〜
正
午　

東
海
市
し
あ
わ
せ

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

村
（
研
修
室
・
小
会
議
室
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時　

阿
久
比
町
中

央
公
民
館
本
館（
一
〇
二
号
室
）・
南
館

（
応
接
室
）

家
族
教
室

　

午
前
十
時
三
十
分
〜
正
午　

東
海
市
し

あ
わ
せ
村
（
視
聴
覚
室
）

　

午
後
二
時
半
〜
午
後
四
時　

阿
久
比
町

中
央
公
民
館
本
館
（
三
〇
五
号
室
）

※　

二
つ
の
事
業
は
東
海
市
・
知
多
市
・

阿
久
比
町
・
東
浦
町
が
委
託
し
た
「
障

が
い
者
相
談
支
援
事
業
」
で
す
。

□
申
込
期
限　

十
二
月
六
日（
月
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

障
が
い

者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
担
当

�
０
５
６
２（
３
１
）７
１
７
３

～地球温暖化・大気汚染の防止に協力を～ 
 

冬は、一年中で最も空気が汚れやすい季節です。 
また、地球温暖化をもたらす二酸化炭素濃度が増え続けています。 
家庭でできる小さな心掛けで、地球温暖化・大気汚染を防止しましょう。 
　●　暖房温度は１９℃以下に設定しましょう。 
　●　不必要な照明・電気製品の電源をこまめに消しましょう。 
　●　無用なアイドリングや、急発進、急加速避けエコドライブ 
　　　に努めましょう。 
　●　できるだけ、公共交通機関や自転車を利用しましょう。 
　●　給湯器の設定温度をできるだけ低くしましょう。 
　　「あいちエコチャレンジ２１」県民運動実施中 
　　（http://www.pref.aichi.jp/kankyo/taiki-ka/eco２１/index.html） 
　□問い合わせ先　環境衛生課　fl（４８）１１１１（内３１０・３１７） 
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�
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�
�


�
�
��

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

��

�

�
　

電
気
と
磁
気
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
理

科
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

一
月
五
日（
水
）　

午
後
二
時

〜
午
後
三
時
半

□
場　

所　

あ
い
ち
臨
空
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

実
証
研
究
エ
リ
ア
「
新
エ
ネ
体
験
館
」

（
常
滑
市
り
ん
く
う
町
３
‐
６
‐
３
）

□
講　

師　

あ
い
ち
臨
空
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

実
証
研
究
エ
リ
ア
職
員

□
対　

象　

小
中
学
生
と
保
護
者
（
必
ず

保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）

□
定　

員　

二
十
組
（
応
募
者
多
数
の
場

合
、
抽
選
）

□
料　

金　

無
料

□
持
ち
物　

単
一
電
池
二
個

□
申
込
締
め
切
り　

十
二
月
二
十
一
日

（
火
）午
後
五
時
必
着

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

郵
送
（
往
復
は
が
き
）
ま
た
は
メ
ー
ル

で
①
参
加
者
の
氏
名
（
小
中
学
生
の
場

合
は
学
年
も
記
載
）
②
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

〒
４
６
０
―
８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

　

愛
知
県
産
業
労
働
部
新
産
業
課
内
「
親

子
理
科
教
室
」
参
加
申
込
係

　

電
子
メ
ー
ル

　

jisedai

‐ene@
pref.aichi.lg.jp

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
３
５
１

　

F
A
X
０
５
２（
９
５
４
）６
９
７
７

　

H
P　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/s

hin

‐ san/shinene_area/index.htm
l

�
　

十
一
月
十
五
日
で
掲
載
し
た
公
職
十
年

以
上
勤
続
表
彰
者
の
方
の
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。
○誤
 
　

石
垣
敬
三→

○

正
 
　

石
橋
敬
三
、

○誤
 
　

竹
内
慎
司→

○
正
 
　

竹
内
悟
司
（
敬
称

略
） �

�

�

�

�

�

今今月月のの納納税税ななどど
固定資産税・都市計画税　３期分

公共下水道事業受益者負担金　３期分

後期高齢者医療保険料　６期分

納期限は１２月 ２７日（月）です。
※口座振替の方は、口座の残
　高確認をお願いします。　

111111111111111111112222222222222222222212 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催月定例議会を開催
　平成２２年阿久比町議会第４回定
例会を次のとおり開催する予定で
す。日時については変更する場合
もありますので、ご了承ください。
□日　時　１２月９日（木）
　　　　　午前１０時～
□問い合わせ先　議会事務局
　�（４８）１１１１（内２４１）
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広
報　

あ 
ぐ 
い

1019

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ８，９１０　　（＋２７）

人　口　２５，７９０人（＋５１）

　男　　１２，７８５人（＋３５）

　女　　１３，００５人（＋１６）

（　　）は前月との増減数

１０月中の異動

　出生　１５　転入    １２０

　死亡　１４　転出      ７０

平成２２年１１月１日現在

人 口 と 世 帯

○場　所　　阿久比スポーツ村（陸上競技場をスタート・ゴールとしたコース）
○参加資格　健康な方
○種　目　　ジョギングの部
　　　　　　　　親子・小学生１年生～３年生　　　１.５km
　　　　　　　　小学生４年生～一般　　　　　　　 ２km
　　　　　　競技の部
　　　　　　　　小学生４年生～６年生（男子）　　２.２km
　　　　　　　　小学生４年生～６年生（女子）　　２.２km
　　　　　　　　中学生女子　　　　　　　　　　　２.２km
　　　　　　　　　　　　　　　　一般女子（高校生以上）　　　　　　２.２km
　　　　　　　　　　　　　　　　中学生男子　　　　　　　　　　　  ３km
　　　　　　　　　　　　　　　　一般男子（高校生以上）　　　　　　３km
　　　　　　　　　　　　　　　　一般（高校生以上）　　　　　　　　５km
　　　　　　　　　　　　　　　○参加費　　無料
　　　　　　　　　　　　　　　○申し込み期限　１２月２４日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　○主　催　　阿久比町・阿久比町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　○問い合わせ先　　社会教育課体育係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�（４８）１１１１（内２６２）

平成２３年１月２３日（日）少雨決行
午前８時４０分～（中止決定午前６時１５分）


